
2009年度微分積分学A 定期試験問題 (担当 伊東)

以下から 4問選び解答せよ。配点は 25 × 4 = 100とする.

【 問 1 】 (1) f(x), g(x) は [a, b] で連続, (a, b) で微分可能, その微分係数は同時に 0 にならない
とすれば,

f(b) − f(a)
g(b) − g(a)

=
f ′(c)
g′(c)

となる a < c < b が存在する. このことを示せ.
(2)以下のテーラー展開の定理を示せ ((1) は誘導であるが, いかなる証明法でもよろしい.):
「f(x) は, 考えている開区間で n 次導関数が連続であるものとする. このとき

f(x) = f(a) +
n−1∑
k=1

1
k!

f (k)(a)(x − a)k + Rn, Rn =
f ′(ξ)
n!

(x − a)n

となる ξ が x と a の間に存在する」

【問 2 】正の単調減少数列 an は limn→∞ an = 0,
∑n

k=1 ak → ∞ (n → ∞) を満たすという.
(1) このような数列の例をひとつあげて, その和の発散することを示せ.

(2) lim
n→∞

n∑
k=1

(−1)kak は収束することを示せ.

【 問 3 】　正項数列 an (an > 0) に対して, r1 = limn→∞ a
1/n
n , r2 = limn→∞ an+1/an とする.

(1) r2 が存在すれば r1 も存在し r1 = r2 であることを示せ.
(2) r1 が存在しても, r2 は存在するとは限らないことを示せ.

【問 4 】(1) log(1 + x) のマクローリン展開 (x = 0 の周りのテイラー展開)を剰余項 Rn の形を含

めて求めよ。これを用いて数列 an = 1 − 1
2

+
1
3
− 1

4
+ · · · + (−1)n−1 1

n
は log(2) に収束すること

を示せ。

(2) これを用いて奇数項について 2項 づつまとめた

pn = 1 +
1
3
− 1
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− 1
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+ · · ·

(n は右辺に現れる項の数) は如何なる値に収束するか決定せよ. 以下の変形をヒントにせよ.
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)
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【 問 5】　以下の定積分から一つ選んで求めよ。

(1)
∫ π

0

1
1 + a cos x

dx (|a| < 1) (2)
∫ ∞

0

1
1 + x3

dx


